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研究成果の概要（和文）：ロコモティブシンドロームは、筋・骨格系の疾患であり、超高齢

社会においては重大な問題である。一方、食品由来成分で骨代謝改善効果を示すものも知

られているが、科学的根拠は乏しいまま利用されている健康食品もある。我々は、栄養学

的、分子生物学的手法を用い、サラシア（薬用植物）、ビタミン B12、コラーゲンペプチド

など食品由来成分の骨•軟骨代謝へ及ぼす影響を明らかにした。これらの結果は、骨格系疾

患予防に関する食育のためのエビデンスの一つとして役立つと期待できる。 

 

研究成果の概要（英文）：Locomotive syndrome is a disease of bone and muscle. This is a 

serious problem in ultra-aged society. Also the improvement effect of food origin factors on 

this disease is scientifically unclear, but these health food are well used. We clarified effect 

of Saracia (medicated plant), vitamin B12 and a collagen peptide that food origin element 

exert to bone and cartilage metabolism using nutritional procedure and molecular 

biological procedure. These results when being useful as one of an evidence for dietary 

education related to locomotive syndrome prevention.   
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１．研究開始当初の背景 

 ロコモティブシンドロームは、筋・骨格

系の疾患で、超高齢社会をむかえるわが国

で重大な問題で、年齢階級別受療率で、６

５歳以上では、循環器系の疾患についで第

２位の受療率である。その割合は全体の１

／３程度の数に及ぶ。ロコモティブシンド

ロームは、直接生命維持に与える影響は少
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ないものの、QOL を著しく低下させる。例

えば、ロコモティブシンドロームによる骨

折をきっかけに、自立が困難となり、認知

症を惹起し、要介護状態へと進み医療のみ

ならず、介護の面でも重大な問題となる。

このように、ロコモティブシンドロームの

予防は、わが国の医療費などを考える上で

も重要な課題である。 

 一方、骨・軟骨に関する基礎的研究は大

きく進歩している。骨芽細胞、破骨細胞、

軟骨細胞はもちろん、これまで解析が困難

だった骨細胞などの細胞レベル、TGFβ、BMP、

Runx、Sox、RANKLなどの遺伝子レベルでの

骨・軟骨に関する知見は増大した。さらに、

歯科・医科領域での外科的処置方法も進歩

している。ところが、ロコモティブシンド

ロームに関する医薬品は、ビスフォスファ

ネート剤、ビタミン K製剤、ビタミン D製

剤、最近では PTH製剤が開発されたが、関

節リウマチや関節症に対する治療薬は、生

物製剤が主流で、患者自身が使用しやすい

決定的な治療薬は存在しない。これらは、

これまでの研究が細胞単独レベルで進めら

れたため、骨と軟骨、さらに筋肉や腱など

を複合・包括的に解析した研究が少ないの

が原因の一つであると考えられる。 

 一方、栄養学的には、カルシウムの摂取

を中心とした栄養指導が中心で、医薬品に

なっている栄養素のビタミン Dやビタミン

K についても十分活用されていない。これ

以外に骨・軟骨代謝に重要な水溶性ビタミ

ンについては全く栄養指導に利用されてい

ない。このような現状の中、国民はその要

求から、科学的に定説になっていない食品

由来成分を健康食品と摂取しているのが現

状である。仮に、これらの健康食品が科学

的にも価値の高いものであることが証明さ

れればよいが、全く不明であるものも多い。 

 

２．研究の目的 

 近年、筋骨格系及び結合組織、特に骨・軟

骨代謝に関する基礎的研究は大きく進歩し、

細胞レベル、遺伝子レベルの研究を基盤に治

療薬が開発され、一定の治療法が確立されて

いる。一方、栄養学的には、従来からのカル

シウム摂取を中心とした栄養指導が中心で、

例えば、それ以外の栄養素であるビタミンD

やビタミンKなどの摂取に関して十分コメン

トできているとは言えないのが現状である。

さらに、非栄養素で骨・軟骨代謝を活性化す

る食品機能性成分に関しては全く周知されて

いないのが現状である。 

 本研究では、サラシア（薬用植物）、ビタ

ミンB12、コラーゲンペプチドなど食品由来

成分に着目し、in vivoおよびin vitroの実

験系を用い骨格系組織および骨格系細胞に及

ぼす作用とメカニズムを明らかにする。 

 

３．研究の方法 

(1)サラシア（薬用植物）の骨格系疾患予防

に関する食育のためのエビデンスに関する

研究：抗コラーゲン抗体誘導性関節炎マウ

スをモデル動物とこの動物から樹立した滑

膜細胞を用いサラシア熱水抽出液に骨格系

疾患予防効果があるかないか検討した。 

(2)ビタミン B12の骨格系疾患予防に関する

食育のためのエビデンスに関する研究：ビ

タミン B12を含まない AIN-76飼料をラット

に与えたビタミン B12 欠乏ラットと培養骨

芽細胞ならびに培養破骨細胞を用いてビタ

ミン B12 に骨格系疾患予防効果があるかな

いか検討した。 

(3)コラーゲンペプチドの骨格系疾患予防

に関する食育のためのエビデンスに関する

研究：高リン食を与えた骨粗鬆症モデルマ

ウスならびに培養破骨細胞を用いコラーゲ



 

 

ンペプチドに骨格系疾患予防効果があるか

ないか検討した。 

 

４．研究成果 

(1)サラシア（薬用植物）の骨格系疾患予

防に関する食育のためのエビデンスに関

する研究：さらに、関節リウマチモデルマ

ウスに経口的に薬用植物サラシアを摂取

させ、関節の形態を調べた。その結果、経

口摂取されたサラシアは、リウマチ関節を

改善することを見いだした。 

(2)ビタミンB12の骨格系疾患予防に関する

食育のためのエビデンスに関する研究：さ

らに、ビタミンB12欠乏ラットを用いた実験

から、ビタミンB12ならびにメチオニン、ホ

モシステインなど、C1ユニットにかかわる

成分が骨代謝に関与することを見いだし

た。 

(3)コラーゲンペプチドの骨格系疾患予防

に関する食育のためのエビデンスに関す

る研究：経口摂取したコラーゲンペプチド

の骨密度減少抑制効果および後肢膝関節

の石灰化抑制効果を組織レベルで検討し

た結果、プロリルヒドロキシプロリンなど

のペプチドが骨代謝や軟骨代謝に関与す

ることを見いだした。 
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